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　板野町では、町民の皆様と協働でまちづくりを行うため、町の情報を積極的に公開

しており、その１つとして予算書、決算書の概要版を作成しています。

　本書は、「第５次板野町振興計画」に掲げる６つの施策の柱に基づいて構成してい

ます。この施策の柱ごとに、板野町が令和３年度にどのような事業を行い、どれだけ

のお金を使ったのかを、できるだけわかりやすく紹介しています。

　この冊子をとおして、板野町の財政状況について皆様のご理解が深まるきっかけと

なれば幸いです。

～ は じ め に ～

板野町では「安心なまち・子どもが輝くまち・交流のまち いたの」を将来像として、まちづくり

を進めています。この将来像の実現に向けて、６つの施策の柱を定めています。

第５次板野町振興計画における将来都市像

学びと文化が香る
まちづくり

協働による
まちづくり

人・もの・情報が集う
都市基盤づくり

安全で美しい
田園空間づくり

連携強化による
産業づくり

みんなで支え合う安心な
暮らしの仕組みづくり
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　令和３年度の板野町各会計の決算が、板野町議会９月定例会において認定さ

れましたので、決算の概要及び財政状況についてお知らせいたします。
（※ 端数は四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。)

　一般会計の歳入は、前年度に比べ２５億６,６３８万円減の６７億５,６０６万

円となり、このうち主な自主財源である町税は１５億８,８０３万円でした。

　一方、歳出は、前年度に比べ２５億４,８５９万円減の６４億４,８１２万円と

なりました。

　歳入決算額から歳出決算額を差し引いた「歳入歳出差引額」は３億７９４万

円の黒字となり、これから翌年度に持ち越した事業の支払いに使う繰越財源

３,０９４万円を差し引いても２億７,７００万円の黒字となるため、健全な財政

運営が行われているということができます。

　特別会計及び公営企業会計においても、全ての会計で黒字を計上しており、

健全な財政運営が行われています。

(単位：万円)

◆企業会計 (単位：万円)

※公共下水道事業は公営企業法非適用のため、企業会計ではなく特別会計として計上しています。

水　道　事　業
収益的収支 24,451 22,424 2,127 

資本的収支 10,457 10,457 0 

実質収支額 75 1,734 295 0 

区 分 収入 支出 差引

歳入歳出差引額 75 1,734 295 0 

翌年度への
繰越財源

0 0 0 0 

歳　入　総　額 18,324 145,562 1,255 35,742 

歳　出　総　額 18,249 143,827 959 35,742 

実質収支額 27,700 34 8 2,850 

区 分
後期高齢者医療
特別会計

介護保険事業
特別会計

介護サービス事業
特別会計

公共下水道事業
特別会計

歳入歳出差引額 30,794 34 8 2,850 

翌年度への
繰越財源

3,094 0 0 0 

歳　入　総　額 675,606 713 445 175,202 

歳　出　総　額 644,812 679 437 172,352 

決算状況

区 分 一般会計
住宅新築資金等
貸付事業特別会計

奨学金貸与事業
特別会計

国民健康保険事業
特別会計

まずは、各会計の決算状況について

報告してみよか～！

－1－



令和３年度一般会計決算概要
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入ったお金

67.6億円

使ったお金

64.5億円

余ったお金

3.1億円

○令和３年度 一般会計決算収支の状況

町税や地方交付税など「入ったお金」67.6億円

に対して、福祉や教育、道路整備など町の仕事

に「使ったお金」は 64.5億円やけん、差し引き

3.1億円の『黒字』だったんでよ！
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0.5
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3

（億円）

○余ったお金の使い道

1.3億円

0.3億円

1.5億円

Ｑ1-2 余ったお金はどうするん？
去年と比べてどんなん？

ほな次は、一般会計の決算概要について

報告してみるでよ～！

Ｑ1-1 令和３年度の決算は
黒字だったん？赤字だったん？

○余ったお金の対前年度比

0

2

4

（億円）

令和2年度

余ったお金

3.3億円

令和３年度

余ったお金

3.1億円

差し引き

△0.2億円

余ったお金は次の年度で行う

事業の支払いに使ったり、災害

時など緊急の支払いに使う貴重

な財源になるんじゃ。

また、将来行う事業の財源と

するためや、想定外の多額の支

払いが発生したことによる財源

不足となった場合に備えるため

に、基金への積み立てもしよる

んでよ。まぁ、一般家庭でいう

たら「貯金」みたいなもんじゃ

なぁ。

余ったお金を去年と比べたら、

0．2億円減ったんじゃ。

令和３年度から令和４年度
へ持ち越した事業に使うお
金

令和４年度中に緊急で行う
事業に使うお金

令和４年度ですでに使うこと
としていたお金

－2－



令和３年度一般会計決算概要

Ｑ2 どんな目的で、
どんなことに対して

どんだけの額を使うたん？

歳出

64.5億円

議会費

0.8億円

1.2％

総務費

13.0億円

20.2％

民生費

25.4億円

39.4％

衛生費

5.9億円

9.1％

土木費

5.2億円

8.1％

教育費

6.1億円

9.5％

公債費

3.8億円

5.9％

消防費

2.2億円

3.5％

商工費

1.3億円

2.0％

農林水産業費

0.7億円

1.1％

○令和３年度「目的別」歳出の状況

歳出

64.5億円

人件費

12.3億円

19.0％

公債費

3.8億円

5.9％

補助費

繰出金

貸付金等

14.3億円

22.1％

物件費

8.9億円

13.8％

扶助費

12.5億円

19.4％

積立金

7.8億円

12.1％

普通建設事業費

4.6億円

7.2％

維持補修費

0.3億円

0.5％

義務的経費

28.6億円

44.3％

その他の経費

31.3億円

48.5％

投資的経費

4.6億円

7.2％

○令和３年度「性質別」歳出の状況
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R2

（億円）

人件費

12.3億円

扶助費

12.5億円

公債費

3.8億円

物件費

8.9億円

補助費・繰出金

貸付金等

14.3億円

積立金

7.8億円

投資的経費

4.6億円

維持補修費

0.3億円

人件費

11.8億円

維持補修費

0.5億円

扶助費

9.5億円

公債費

3.6億円

物件費

9.5億円

補助費・繰出金

貸付金等

27.7億円

積立金

3.6億円

投資的経費

23.8億円

○「性質別」歳出の対前年度比

義務的経費は、人件費や
扶助費が増額で前年度から
3.7億円増えたんじゃ。

一方で、その他の経費は
特別定額給付金給付事業の
終了などで9.9億円、投資
的経費も、道の駅整備事業
の終了などにより、16.6
億円と大幅に減っとんでよ。

歳出合計

90.0億円

歳出合計

64.5億円

子どもやお年寄り、障が

い者に対する福祉関係など

の支出である「民生費」が

約２5億円と、全体の約4

割を占めとんでよ。
一方、道の駅整備事業の

終了などで「総務費」と
「商工費」がそれぞれ
約１6.7億円、約8億円と
大幅に減ったんじゃ！

－3－



令和３年度一般会計決算概要

Ｑ3 収入はどんなもんがあって、
どのくらいの額なん？

○令和３年度 歳入の状況

歳入

67.6億円

町 税

15.9億円

23.5％

地方交付税

21.3億円

31.5％

国・県支出金

14.5億円

21.4％

分担金・

使用料等

2.5億円

3.7％

繰入金

0.4億円

0.6％

町 債

3.2億円

4.7％

譲与税・交付金

4.6億円 6.8％

繰越金

3.3億円

4.8％

諸収入等

2.0億円

3.0％

自主財源

24.0億円

35.6％

依存財源

43.5億円

64.4％

町民の皆さんに納めていただいてる
「町税」と、国から交付される「地方
交付税」が収入の主なもんなんじゃ。

町税や施設使用料など、町が独自に
調達できる『自主財源』は約２４億円
なんに対し、地方交付税や国・県から
の補助金、町の借金でもある「町債」
などの『依存財源』は約４４億円と全
体の半分以上を占めており、板野町の
財政基盤が決して強くはない、という
ことを表しとんじゃ！

○歳入の対前年度比

0 20 40 60 80 100

R3

R2

（億円）

町税

15.9億円

分担金・使用料等

2.5億円

繰入金

0.4億円

繰越金

3.3億円

諸収入等

2.0億円

譲与税

交付金

4.6億円

地方交付税

21.３億円
国・県支出金

14.5億円

町債

3.2億円

町税

15.7億円

分担金・使用料等

2.2億円

繰入金

10.6億円

繰越金

4.9億円

諸収入等

0.9億円

譲与税

交付金

4.0億円

地方交付税

18.3億円
国・県支出金

27.2億円

町債

9.5億円

歳入合計

93.2億円

歳入合計

67.6億円

国県支出金が去年と比べて
ごっつい減っとんやなぁ

ほうよ！
国県支出金が減ったんは、国の特別定額給付金事業が終

了したことが要因じゃ。
それ以外にも道の駅整備事業などの大型事業が終了した

ことで、町債も去年と比べて減ったんじゃ。

－4－



町 た ば こ 税 109,087千円 旧３級品以外の紙巻きたばこ 1,000本当たり7,122円

交 付 金 189千円 算定標準額（国・県所有の資産）×税率（1.4％）

軽 自 動 車 税 55,795千円 原付(50cc)年額2,000円、四輪乗用(自家用)年額7,200円など

固 定 資 産 税

土　  地 204,216千円 課税標準額（田畑、宅地など）×税率（1.4％）

家　  屋 360,122千円 課税標準額（住居、事務所など）×税率（1.4％）

償却資産 157,736千円 課税標準額（企業の機械など）×税率（1.4％）

法 人 町 民 税
均 等 割 32,960千円 １号法人（年額50,000円）～９号法人（年額3,000,000円）

法 人 割 136,640千円 課税標準額×税率（8.2％）－税額控除額

個 人 町 民 税
均 等 割 21,954千円 年額3,500円

所 得 割 509,328千円 （前年中の総所得金額等－所得控除額）×税率６％

令和３年度一般会計決算概要

税 目 R3年度収入済額 主　　な　　内　　容

Ｑ4-1 町に納める税金て、
どんなもんなん？

Ｑ4-2 みんなが納めた税金て、
どんなふうに使われよん？

○町民１人当たりの町税の使いみち

戸籍・住民票等

の窓口業務、

中小企業や観光

振興、庁舎管理

など

34,662円 28.6%

児童やお年寄り、

障害者の福祉や

人権啓発など

34,122円 28.1%

農業土地改良、

道路や公園、

下水道の整備や

管理など

10,558円

8.7%

学校や図書館、

体育施設等の

運営管理など

13,104円 10.8%

検診や予防接種等

の保健事業、環境

対策、ごみ・

し尿処理など

13,662円 11.3%

消防組合負担金、

防災対策など

5,633円 4.6%

町債の償還など

9,594円

7.9%

【１人当たりの町税額 ： 121,335円 、R4.3.31現在住基人口 ： 13,088人】

このように金額の多少はあっても、

税金はまちのすべての人のために、

様々な分野で使われとるんじゃ！

ほなけん、どんなことに税金を使

うてほしいんか、いま何をせなあか

んのか、っていうんを町民のみんな

にも行政と一緒になって考えてほし

いんじゃ！

Ｑ4-3 税金はちゃんと
納められよん？

90.4
92.2

95.2 95.8 96.598.2 98.4

98.9 98.8 99.1

75
80
85
90
95

100
105

H29 H30 R1 R2 R3

（％）

現年度課税分

合計分

現年度課税分はほとんど納められと

んやけど、滞納繰越分を含めた合計分

の徴収率は低いんじゃ～！

ほなけど、役場の管理職たちで構成

する『特別徴収班』を結成して訪問徴

収・納税相談を行うなど、滞納解消に

向けた取り組みを強化して合計分の徴

収率も上がってきよんでよ。

税金は納期内に
納めましょう！

○町税徴収率の推移

－5－



令和３年度一般会計決算概要

Ｑ5-1 貯金はどのくらいあるん？
去年より増えたん？

○板野町基金残高の対前年度比

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

R3

R2

（億円）

財政調整基金
5.8億円

財政調整

基金
4.3億円

減債基金
7.8億円

減債基金
4.5億円

特定目的基金
19.2億円

特定目的基金
21.9億円

うち、R3年度中に貯金した
特定目的基金 2.7億円

基金残高

28.0億円

基金残高

35.5億円

うち、R3年度中に貯金した

減債基金 3.3億円

Ｑ5-2 貯金をほかの町と比べたら
多いん、少ないん？

43億円
46億円 48億円

19億円

28億円

29.0万円

19.9万円

13.6万円 16.3万円

21.0万円

0

10

20

30

40

50

60

0

10

20

30

40

50

60

松茂町 北島町 藍住町 上板町 板野町

（万円）（億円）

基金現在高 人口１人当たり基金現在高

○近隣町の基金残高・町民１人当たり残高の比較（R2年度）

板野町の基金残高は、昨年度から大幅に増加して、令和３年度末現在で総

額約35.5億円になったんでよ。

主な増加分は、「減債基金」への積立てで、将来的な公債費に充てるため

に積み立てたんじゃ。

板野郡内では１人当たりの残高は２番目に、残高総額は４番目に位置しと

るんでよ【令和２年度決算】。

とはいえ、行政の仕事は住民サービスの向上であって、利益を上げて蓄え

を増やすことではないけん、事業と積み立てのバランスに気をつけていかな

あかんわなぁ・・・

まぁほんでも、基金は災害などいざという時や、今後のまちづくりに備え

ての貴重なお金でもあるけん、残高やその使い道をしっかりと把握しておく

ことも大事なことやと思うでよ～。

うち、Ｒ3年度中に貯金した

財政調整基金 1.5億円

－6－



令和３年度一般会計決算概要

Ｑ6-1 借金はどのくらいあるん？
去年より増えたん？

○板野町地方債残高の対前年度比

0 10 20 30 40 50 60 70 80
（億円）

令和4年度以降に

返済するお金
53.8億円

令和3年度中に

返済するお金
3.6億円

地方債残高

57.4億円

令和2年度末までに借り入れて

令和4年度以降に返済するお金
53.8億円

令和3年度中に

借入したお金
3.1億円

地方債残高

56.9億円 0 10 20 30 40 50 60 （億円）

板野町に居住

する人が負担

する金額
20.8億円

将来、地方交付税として

国から交付される

予定の金額
36.1億円

0

20

40

60

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

48.0 45.5 45.3 43.3 41.4 41.0
46.3

51.3
57.4 56.9

（億円）

○板野町地方債残高の推移

○近隣町の町債残高・町民１人当たり残高の比較（R2年度）

板野町の地方債残高は56.9億円で

昨年度から0.5億円の減少となった

んじゃ。

平成29年度までは順調に残高を減

らしとったけど、平成30年度から道

の駅整備事業が本格的に始まって、

地方債の借入れが増えたんじゃ。

板野郡内で比べてみたら、残高で

はちょうど真ん中に位置しとるけど

町民１人当たりでは１番高い位置に

おるんじゃ。

こうやってみたら結構ようけ借り

とるようなけど、残高の約６割にあ

たるお金は、地方交付税として将来

に国から交付される予定やけん、住

民の負担は残りの約４割で済む計算

になるんじゃ。

借金ていうたら、ええイメージ
ではないけんど、借入れて造った
公共施設は将来の住民も利用する
じゃろ？

ほなけん、今おる住民だけでな
しに、将来の町民にも公平に負担
してもらうために、借入れをして
公共施設の整備を進めていっきょ
んでよ！

29億円

60億円

100億円

37億円
57億円

19.4万円

26.1万円

28.4万円
31.1万円

43.1万円

0

10

20

30

40

50

0

20

40

60

80

100

120

松茂町 北島町 藍住町 上板町 板野町

（万円）
（億円）

地方債残高 人口１人当たり

R3末

R2末

Ｑ6-2 借金をほかの

町と比べたら多いん、
少ないん？
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○財政健全化判断比率
①板野町の財政健全化判断比率

②国が示す財政状況の健全度（危険度）の基準

財 政 再 生 基 準 20.00 30.00 35.0
この基準を超えると、財政状況が極端に悪化したと判断され、国
などの関与の下、確実な再生を図らなければならない。

早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0
この基準を超えると、財政状況が悪化したと判断され、自主的な
改善努力による財政健全化を図らなければならない。

国が示す基準 実質赤字比率
連結実質
赤字比率

実質公債費比率 将来負担比率 備 考

令和３年度決算 －(※) －(※) 4.8 －(※)
(※) 実質赤字比率、連結実質赤字比率は黒字の場合、将来負担
　　比率は比率が算定されない場合「－」で表示されます。

実質赤字比率
連結実質
赤字比率

実質公債費比率 将来負担比率 備 考

財政の健全化判断比率

１年間の

公債費相当額
5.4億円

公債費の支払の

ために充てた

収入

0.1億円

Ｑ7 結局、板野町はどんなんえ!?
大丈夫なん？

ほら、ええ質問じゃわ～！

まぁ、今までみてきたグラフだけでは、貯金や借金が多すぎるんか

どうか、わかりにくいかもしれんなぁ。

ほんなら、まちの財政の健全度や危険度がどのくらいなんか、

わかりやすい指標にして、みてみようかぁ。

ここでは、まちの財政状況がどうなっとんかを住民に理解してもら

うために、国が公表を義務づけた「４つの指標」をみてもらうわな！

ん～、何やわかりにくいなぁ・・・

比率が出てないんは、ええことやと思うんやけど、
比率のある「実質公債費比率」って

結局のところ、どんなんえ～!?

公債費のうち

交付税措置を

された額

3.7億円

3.7億円

特定の目的のために収入されるお金以外の板野町の収入公債費の財源

として交付さ

れた交付税額

Ａ 34.5億円

実質的な借金の

支払に必要な
一般財源の額

板野町が１年間に標準的な行政サービスを行うために必要な金額 38.2億円

Ｂ 1.6億円

Ａ 34.5億円
≒ 4.8％

ほうやなぁ、数値と言葉だけではわかりにくいわなぁ。

「実質公債費比率」は、板野町の標準的な状態で収入される見込みの

町税などの一般財源（標準財政規模）のうち、公債費（借金の返済や

利子）などにどれだけ使ったかを表す比率のことなんじゃ！

これらの比率についての詳しい説明は、板野町ホームページで

掲載しとるけん、また見に来てくれるでぇ!?

分

子

分

母

Ｂ 1.6億円

公債費の元利償還金

（一般財源による支払額）

1.6億円
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みんなで支え合う
安心な暮らしの仕組みづくり

１．地域福祉の推進

２．保健・予防の充実

３．子育て支援の充実

４．高齢者福祉の充実

５．障がい者福祉の充実

第１章
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【 財 源 】　　県 ： ２７４万円　　町 ： ７０万円

　民生委員は、それぞれ担当区域内で地域福祉増進のために幅広い活動を行っています。

民生委員の活動を支援するため、板野町社会福祉協議会を通じて活動費を支給しました。

　毎月定例会を開催し、専門部会による研修会なども行いました。

・委員数　　３８人（うち、主任児童委員　３人）

　国民健康保険は相互扶助の精神により、被保険者の病気やけが、出産及び死亡などに

対する保険給付を行う社会保険制度として、地域医療の確保と町民の健康増進に大きく

貢献するとともに、重要な役割を果たしています。

　国民健康保険の運営は、国・徳島県及び板野町（保険者）による負担金と被保険者か

らの保険税を財源として行っています。

　国民健康保険に係る事務を行い、国民健康保険の安定的な運営を推進するとともに、

療養給付費の支払いのほか、高額療養費や出産育児一時金の支給などを行いました。

国保加入世帯数・被保険者数（令和４年３月３１日現在）

　後期高齢者医療は、国・徳島県、保険者である県内市町村からの負担金や後期高齢者

医療被保険者の保険料、各医療保険被保険者の保険料などを財源として後期高齢者医療

広域連合が運営しています。板野町からも療養給付費負担金を支払っています。

・被保険者数　　2,116人（令和４年３月31日現在）

合 計

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

区　　　　分
世帯数・

被保険者数

１,８９２世帯

被 保 険 者

世 帯 数

０人

３,１０５人

退 職 被 保 険 者 等

一 般

３,１０５人

地域福祉の推進１

国民健康保険事業 （住民課）

後期高齢者医療事業 （住民課）

３４４万円民生・児童委員活動推進事業 （福祉保健課）

第
1
章
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【 財 源 】　　国 ： １５３万円　　町 ： ３,０１１万円

　町と委託契約を締結した県内指定医療機関で

予防接種を実施しました。

予防接種

ＢＣＧ 12ヶ月未満

２回 １８１人 

初回：３回
追加：１回

３００人 

３０１人 

二種混合
　　(ジフテリア・百日せき)

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

１回 ７８人 

Ｂ型肝炎 12ヶ月未満
初回：２回
追加：１回

２２１人 

接種回数
接種人数

(延べ人数)
接　種　名 対　象　年　齢

12～36ヶ月未満

麻疹風疹混合
１期（12ヶ月～24ヶ月未満）
２期（５歳～７歳未満(小学校就学前)）

四種混合
(ジフテリア・破傷風
　・百日せき・ポリオ)

３ヶ月～90ヶ月(７歳半)未満
・初回接種…３～８週間隔で３回
・追加接種…初回３回目から
　　　　　　１年以上あけて１回

11歳以上13歳未満 １回 ７５人 

日本脳炎

Ⅰ期（６ヶ月～90ヶ月(７歳半)未満）
・初回…６～28日間隔
・追加…Ⅰ期初回から１年経過後
Ⅱ期（９歳以上13歳未満）

Ⅰ期
　初回：２回
　追加：１回
Ⅱ期　：１回

２５５人 

水痘 １７０人 

ヒブ
①２ヶ月以上７ヶ月未満の乳児
②７ヶ月以上１歳未満の乳児
③１歳以上５歳未満の乳幼児

　①計４回
　②計３回
　③１回のみ

２９９人 

小児用肺炎球菌

①２ヶ月以上７ヶ月未満の乳児
②７ヶ月以上１歳未満の乳児
③１歳以上２歳未満の乳幼児
④２歳以上５歳未満の乳幼児

　①計４回
　②計３回
　③計２回
　④１回のみ

２回

子宮頸がん 中学１年生から高校１年生相当の女子 ３回 ２３人 

インフルエンザ
65歳以上
60歳以上65歳未満で身障１級程度
　　（心臓、呼吸器、腎臓）該当者

１回 ２,２２０人 

風疹５期
S37.4.2～S54.4.1の間に生まれた男
性で抗体検査の結果、抗体がなかった方

１回 ２４人 

高齢者肺炎球菌

65歳  70歳  75歳  80歳  85歳
90歳  95歳  100歳
60歳以上65歳未満で身障１級程度
　　（心臓、呼吸器、腎臓）該当者

１回 １４７人 

保健・予防の充実２

３,１６４万円予防接種事業 （福祉保健課）

第
1
章
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【 財 源 】　　国 ： １３万円　　県 ： １１万円　　町 ： ３４万円

　妊婦及び出産後の子どもと保護者を対象に、保健師や助産師などによる子育ての正し

い知識の普及や子育てに関する必要なサービスの情報提供を行い、訪問や相談による保

護者の育児不安の軽減や健全な母性の育成支援を行いました。

母子健康教室・相談事業

人

人

人

人

【 財 源 】　　町 ： １,０２２万円

　妊婦及び胎児の命と健康を守るため、妊婦健診（妊婦１人につき14回を上限）費用の

助成を行いました。

　また、出産後子どもの成長発達や、病気の早期発見のために乳児一般健康診査の２回分

を助成しています。

　・母子健康手帳の交付件数　　　８４件

　・妊婦健診受診件数　　　   　８９７件（延べ件数）

【 財 源 】　　県 ： ８万円　　町 ： １９３万円

子どもの順調な成長発達と健康を守るため、乳幼児期に健康診査を実施しました。

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

区 分 参加者人数

ベビーマッサージ教室 －

妊産婦訪問 31

乳幼児訪問 52

思春期教育事業 －

区 分 対象児数 受診児数

乳児健診
３～４ヶ月 60 55

６～７ヶ月 68 60

77

１歳６ヶ月児健診 95 85

１歳児健診 79 60

－

先天性股関節脱臼検診 83 74

３歳児健診 108 98

１歳６ヶ月児聴力検査 102

２歳児歯科健診 －

５８万円育児等健康支援事業 （福祉保健課）

１,０２２万円母子保健事業 （福祉保健課）

２０１万円乳幼児健診事業 （福祉保健課）
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【 財 源 】　　国 ： １０７万円　　その他 ： １７０万円　　町 ： １,０５７万円

　生活習慣病の早期発見を目的として、40歳以上を対象とした健康診査（生活保護受

給者のみ)、がん検診、肝炎ウイルス検査などを実施しました。

　また、子宮がんや乳がんに係る検診については無料クーポンを配布して、受診率の

向上を図りました。

健康診査・がん検診

人

人

人

人

人

人

人

人

【 財 源 】　　町 ： ４３３万円

　夜間や休日等の救急患者受け入れを確保するため、板野郡医師会と連携を図り、救急

医療サービスを実施しました。

◆在宅当番医制運営事業

　日曜・祝日に当番医を定め、外来診療により救急患者に対応しています。

◆病院群輪番制運営事業

　休日・夜間などに入院や手術が必要な重症患者に対する医療(二次救急医療)を行って

います。本町関係では、４医療機関が順番で救急医療を行っています。

【 財 源 】　　国 ： ８,６０１万円

　新型コロナウイルスワクチンの予防接種について、接種会場などの接種体制を整備

しました。

　また、住民の皆様が円滑に接種を行えるよう、案内・予約窓口としてコールセンター

を設置しました。

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

健康診査(生保)

７１１

２２６

２９７

大腸がん検診 40歳以上男女

乳がん検診

５

区 分

肝炎ウイルス検査 40歳以上男女 ５３

前立腺がん検診 50歳以上男性

子宮がん検診 20歳以上女性

肺がん検診 40歳以上男女

２７４

40歳以上女性

胃がん検診

対象者 受診者数

40歳以上男女

７５４

２５６

40歳以上男女

１,３３４万円健康診査事業 （福祉保健課）

４３３万円救急医療対策事業 （福祉保健課）

第
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【 財 源 】　　町 ： ４,４２９万円

　健全な遊びをとおして、児童の健康増進や豊かな情操を育むことを目的とし、異年齢

の子どもたちが集い交流することにより自主性や社会性を高めるなど、児童の健全育成

の推進を図りました。

【 財 源 】　　国 ： ９７万円　　県 ： ３３万円　　町 ： ４６９万円

　平成27年4月から施行された子ども・子育て支援新制度に基づき、子育て世帯を

様々な形でサポートし、地域全体で家庭の子育て力を高めるために、病児保育事業や

ファミリーサポートセンター事業等を実施しました。

※ファミリーサポート … 育児など子育ての援助をしてほしい人と援助したい人が会員となる

　組織(ファミリーサポートセンター)を設立し、地域で子育て援助活動をすることで、仕事と

　育児の両立支援と地域の子育て支援を行う制度です。

※病児保育 … 共働きの保護者等が病気の子どもの養育が困難な場合に、町が委託した施設で

　子どもを一時的に預かる制度です。

【 財 源 】　　国 ： １億２,４５０万円　　県 ： ２,６３４万円　　町 ： ２,６０３万円

　０歳から15歳までの児童を養育している父母等に対し、子どもの年齢や人数、世帯

の所得状況等に応じて児童手当の給付を行いました。

【 財 源 】　　県 ： ２,４６２万円　　町 ： ４,４３８万円

　子育て中の家庭の経済的負担を軽減し、安心して子育てができるよう、０歳から中学

３年生までの通院・入院に要する医療費の自己負担額について、全額を助成しました。

　また、令和元年度からは高校生も対象として拡大し、自己負担額６００円を超えた部

分を助成しました。

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

子育て支援の充実３

４,４２９万円児童館運営事業 （住民課）

【板野東児童館】 【板野西児童館】 【板野南児童館】

１億７,６８７万円児童手当給付事業 （住民課）

６,９００万円子どもはぐくみ医療費助成事業
（住民課）

５９９万円子ども子育て支援対策推進事業 （住民課）
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【 財 源 】　　国 ： ６３２万円　　県 ： ６５１万円　　その他 ： ５４２万円　　町 ： １億１,９０５万円

　板野保育園の運営を行いました。通常保育のほ

か、午後７時までの延長保育と一時預かり事業を

実施しています。

　また、平成28年度より保育料の無料化を実施

しており、子育て世代の経済的負担を軽減するこ

とにより、子育て支援策のさらなる充実を図って

います。

【 財 源 】　　国 ： １億７,７５２万円　　町 ：８０６万円

　新型コロナウイルス感染症が長期化し、その影響が様々な人々に及ぶ中、子育て世帯

の生活を支援する取り組みとして１８歳以下の児童１人につき１０万円を給付しました。

【 財 源 】　　町 ： １,１７９万円

　長年にわたり地域や社会に貢献された高齢者に対し、感謝と敬意を表するとともに、

その健康と長寿を祝うことを目的として、敬老年金を支給しました。

◆敬老年金（75歳以上） ２,０３３人

◆敬老祝い金（100歳到達者） １人

◆記念品

　・８０歳 １５５人 　・100歳 ６人

　・８８歳（米寿） ９８人 　・100歳超 ４人

　・９０歳 ６３人 　・金婚 １９組

　・９５歳 ３５人 　・ダイヤモンド婚 ７組

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

高齢者福祉の充実４

１,１７９万円敬老事業 （福祉保健課）

１億３,７３０万円保育園運営事業 （板野保育園）

１億８,５５８万円子育て世帯臨時特別給付金事業 （住民課）
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【 財 源 】　　町 ： ８０１万円

　町内に一年以上継続して在住する75歳以上の高齢者（一部対象外となる場合あり）

に対してタクシー券を交付し、外出や買い物・通院等を

支援することで生活範囲の拡大と社会参加を促進し、

経済的負担の軽減と引きこもり・認知症の予防を目的

として、高齢者福祉の向上を図りました。

　高齢者が必要とする医療・保健・福祉サービス等が利用できるように、被保険者の資

格管理や要介護・要支援認定等の窓口業務を行い、介護給付費の適正化に努め、健全な

介護給付を推進しました。

【保険給付費】

　・介護サービス費　　 　11億9,089万円

　・介護予防サービス費　      　3,928万円

　・高額介護サービス費　     　 3,252万円

○要介護（要支援）認定者数【令和３年度末現在】

【 財 源 】　　町 ： １,２１７万円

　社会福祉協議会は町民の皆さんや各種関係機関・団体などと連携し、地域福祉の推進

を図っています。社会福祉協議会が地域福祉の中心的役割を担い、町民が支えあいなが

ら安心して暮らせるまちとなるよう、町から補助金を支出しました。

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

0

159

要支援

1 2 1

1626

2 3 4

127

第１号被保険者

90

65歳～74歳

75歳以上 788

総　　数 162

53

143

18

第２号被保険者
　(40歳～64歳)

2

133

69

115

5

11 6 107

89568

912

62

105

101142

2

145 157 147

127

124

155

17

127

4 1

18 12

137

要介護
計

１,２１７万円社会福祉協議会助成事業 （福祉保健課）

介護保険事業 （福祉保健課）

８０１万円高齢者タクシー利用助成事業 （福祉保健課）
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【 財 源 】　　その他 ： １２７万円　　町 ： ９４万円

　町内の一人暮らしの高齢者や介護の必要な方のために、健康維持や自立生活の継続な

どを目的として、栄養バランスのとれた食事を定期的に宅配するサービスを行いました。

【 財 源 】　　その他 ： ４,８７５万円

　65歳以上で、環境上及び経済的な理由により

居宅において生活することが困難な方が入所する

養護老人ホームの運営を行いました。

　令和４年３月末現在の養護老人ホーム「しあわ

せの里」の入所者は３０名で、そのうち１１名が

板野町の措置者となっています。

【 財 源 】　　町 ： １,５７１万円

　老朽化した大寺老人憩の家について、令和２年度に

解体工事を行い、令和３年度は新築工事を行いました。

【 財 源 】　　国 ： ２億９,７６０万円　　県 ： １億４,７３２万円　　町 ： １億１,６１８万円

　障がいのある方が、その種別（身体・知的・精神障がい）にかかわらず、

共通の福祉サービスの中から必要とするサービスを

自ら選択し、事業者や施設と契約を結んで利用した

サービスに要した経費の一部について給付を行いま

した。

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

１,５７１万円老人憩の家整備事業 （福祉保健課）

２２１万円食の自立支援事業 （福祉保健課）

障がい者福祉の充実５

５億６,１１０万円障がい福祉サービス事業 （福祉保健課）

４,８７５万円養護老人ホーム運営事業 （老人ホーム）
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【 財 源 】　　県 ： １,９５４万円　　町 ： ２,００２万円

　心身に一定の障がいを持つ方の保健の向上及び福祉の増進を図ることを目的とし、重

度心身障がい者に対して、その医療費の一部を助成しました。

【 財 源 】　　国 ： ２６１万円　　県 ： １１８万円　　町 ： ３,４６７万円

　自立支援医療制度は、障がいのある方の医療費の自己負担額を軽減する公費負担医療

制度です。

　収入や所得、障がいの状況に応じて一ヶ月あたりの負担の上限額が決められており、

無制限に負担が大きくならないように軽減措置を実施しました。

【 財 源 】　　国 ： ３４１万円　　県 ： １７０万円　　町 ： １,１７１万円

　障がい者が有する能力や適正に応じ、自立した生活を営むことができるよう、各種支

援事業等サービスの提供などを行いました。

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

３,９５６万円重度心身障がい者医療費助成事業
（福祉保健課）

３,８４６万円自立支援医療給付事業 （福祉保健課）

１,６８２万円地域生活支援事業 （福祉保健課）

第
1
章

－18－



安全で美しい田園空間づくり

１．適切な土地利用の推進

２．防災・防犯体制の向上

３．循環型まちづくりの推進

４．上下水道事業の推進

第２章
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【 財 源 】　　県 ： ４５８万円　　その他 ： ２００万円　　町 ： １,０８９万円

　近い将来の発生が危惧される南海トラフ地震をはじめ、大型台風や集中豪雨等の

大規模災害から住民の生命や財産を守るため、災害対策の強化を図りました。

　令和３年度も、道の駅「いたの」防災区域内に設置

している板野町防災ステーションへ避難所用品や食料

品等を備蓄し、避難所としての機能強化を図りました。

　また、国土交通省より県内で唯一の防災道の駅として

令和３年６月１１日付けで選定されています。

【 財 源 】　　町 ： ４２０万円

　東日本大震災や近年の風水害の多発、南海トラフ地震の発生確率も年々高まっている

ことから、住民の防災減災対策に対する関心も非常に高くなっています。

　令和３年度は、新しくオープンした道の駅「いたの」において徳島県総合防災訓練が

実施され、コロナ禍における発災を想定し、感染防止対策を講じたうえで各種機関との

連携による災害対応を検証しました。

　その他の主な支出は、防災無線の電気使用料や電波利用料、消防防災航空隊(ドクター

ヘリ)の人件費に係る負担金となっております。

【 財 源 】　　町 ： ８１３万円

　火災の未然防止や発生時の初期消火活動、 消防団の出動状況

台風などによる災害発生時の迅速な対応と

被害の最小化を図るため、消防団活動の推

進を図りました。

0人

出動区分 摘　要

0人水防出動等

0人

0日

0日

延日数

ポンプ車操作訓練

操法訓練

会議 5日 67人

第２章　安全で美しい田園空間づくり

0人0日

延人数

建物火災等

その他 0日

演習・訓練 10日 120人

2日予防・警戒

捜索活動等

幹部会議等

年末警戒111人

８１３万円消防団活動推進事業 （総務課）

１,７４７万円災害対策事業 （総務課）

４２０万円防災対策事業 （総務課）

防災・防犯体制の向上２
第
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【 財 源 】　　町 ： ２７１万円

　万一の火災や台風などの災害発生時に、効率的な対策・対応を行うための消防施設

（詰所、車両、消火栓等）の維持管理を行いました。

【 財 源 】　　町 ： ５８３万円

　職員や消防団員が使用している移動系の防災無線が更新時期を迎えたことから、より

安定的な運用を図るため、新しい機器に更新しました。

【 財 源 】　　町 ： ８８万円

　交通安全思想の普及及び指導の徹底、交通指導員の育成・強化を図るとともに、町内

の交通事故の防止を図るため、交通安全に関する活動を行う団体の運営に必要な経費に

対して補助金の交付を行いました。

【 財 源 】　　国 ： ２８８万円　　県 ： １４０万円　　町 ： １０９万円

　町内における、地震に対して倒壊等の危険性の高い木造住宅の耐震性の向上を図り、

地震に強いまちづくりを推進するため、木造住宅の耐震診断及び耐震リフォーム工事

などに係る費用の一部について補助金を支出しました。

　・耐震診断等  　　　 （8件）　  86万円

　・耐震改修　　　　　（3件）　390万円

　・住替え支援　　　　（2件）　  60万円

【 財 源 】　　国 ： ３６３万円　　町債 ： ４３０万円　　町 ： １,１２５万円

　町の避難所に指定されている施設について、順次耐震

診断を行い、必要に応じて耐震改修工事を実施します。

　令和３年度は、吹田老人憩の家の耐震改修工事を行い

ました。

第２章　安全で美しい田園空間づくり

２７１万円消防施設維持管理事業 （総務課）

８８万円交通安全運動団体育成事業 （総務課）

５３７万円木造住宅耐震支援事業 （建設課）

第
2
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１,９１８万円老人憩の家耐震事業 （福祉保健課）

５８３万円移動系防災無線更新事業 （総務課）
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【 財 源 】　　県 ： １８８万円　　その他 ： ３３６万円　　町 ： ３,８１７万円

　生ごみやリサイクルに適さない紙類などの可燃ごみの収集と、収集のためのごみステー

ションの維持管理を行いました。

【 財 源 】　　町 ： ５９万円

　生活環境を守るため、廃棄物の不法投棄防止

対策を強化するとともに、道路・河川・山林等

に投棄された廃棄物の迅速な回収と適正な処理

を行いました。

　また、定期的に町内を巡回するなどし、不法

投棄防止対策に努めました。

【 財 源 】　　町 ： １,３７６万円

　循環型社会を目指し、古紙や金属類、カン類など資源ごみの回収を行い、リサイクル

を推進することにより、ごみの減量化や地球に配慮した環境づくりと、町民のみなさん

の環境意識の向上を図りました。

　また、ごみの減量化のため、生ごみ処理機器を購入した人に対して助成を行いました。

　毎月第２、第４月曜日(祝日・年末年始を除く)と第３日曜日には、板野町環境センター

で大型複合ごみや有害ごみと併せて資源ごみの回収も行いました。

【 財 源 】　　その他 ： ６５９万円　　町 ： ５,８９５万円

　町内で下水道を利用している地域以外のし尿や浄化槽汚泥の処理を行いました。

　同センターは、築40年が経過しており、処理機器等のメンテナンス及び施設の修繕

なども行いました。

第２章　安全で美しい田園空間づくり

循環型まちづくりの推進３

５９万円不法投棄物処理等事業 （環境生活課）

４,３４１万円ごみ処理事業 （環境生活課）

１,３７６万円地球温暖化対策事業 （環境生活課）

６,５５４万円
し尿処理施設(ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ)管理運営事業
（環境生活課・クリーンセンター）
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【 財 源 】　　国 ： ２３４万円　　県 ： ３２万円　　町 ： ４１３万円

　公共下水道整備区域外での生活排水による水質汚濁を防止し、公衆衛生の向上と生活

環境の保全を図るため、合併浄化槽設置補助金の交付を行い、合併浄化槽の設置を推進

しました。

・補助件数　２９件（５人槽 ２３件、７人槽 ６件）

　　 　     　　

【 財 源 】　　国 ： ５,３５０万円　　町債 ： ８,２００万円　　その他 ： １０５万円　　町 ： ５６６万円　　

　快適な生活環境を確保するため、公共下水道の計画的な整備や排水の適正処理を図り、

整備の完了した区域から供用を開始しています。

　令和３年度は、川端出口・惣徳田地区の面整備を中心にすすめました。

【 財 源 】　　町債 ： １２０万円　　町 ： ８万円　

　旧吉野川流域下水道事業は、徳島県が主体となって事業を進め、関連２市４町（板野

町と徳島市(吉野川北岸)、鳴門市、松茂町、北島町、藍住町）がそれぞれ工事負担金を

支出しています。

【 財 源 】　　町 ： ３,５３８万円

　下水処理を行う浄化センターは、徳島県が主体となって運営しており、旧吉野川流域

の２市４町（板野町と徳島市(吉野川北岸)、鳴門市、松茂町、北島町、藍住町）がそれ

ぞれ負担金を支出しています。併せて町有施設の維持管理も行っています。

【 財 源 】　　　町債 ： ２,８００万円　　補助金 ： １,３００万円　　その他 ： ５４５万円

　板野町の生活用水は、新田地区及び西中富・中久保地区の地下水を水源とした上水道

によって供給しています。安全でおいしい水を供給するため、計画的に水道施設の整備

を行っています。

　令和３年度は、那東地区で交付金事業を活用した老朽管の布設替工事を実施しました。

第２章　安全で美しい田園空間づくり

１億４,２２１万円公共下水道事業 （下水道課）

３,５３８万円下水道施設の維持管理 （下水道課）

４,６４５万円水道施設整備事業 （水道課）

上下水道事業の推進４

６７９万円合併浄化槽整備事業 （下水道課）
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１２８万円流域下水道事業 （下水道課）
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連携強化による産業づくり

１．農業の振興

２．商工業の振興

３．観光の振興

４．基幹産業のブランド化と産官学の交流促進

第３章
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【 財 源 】　　県 ： ３３０万円　　町 ： １０６万円

　農業・農村の有する多面的機能（国土の保全、水源の涵養、自然環境の保全、美し

い風景の形成などの様々な働き）の維持・発揮を図るための地域活動に取り組む団体

に対して、交付金を交付しました。

【 財 源 】　　県 ： １７９万円

　経営所得安定対策の実施に係る推進活動や要件確認等に必要な経費を事業実施主体で

ある板野町農業再生協議会に対し助成し、農業経営の安定と生産力の確保を図るととも

に食糧自給率の向上と農業の多面的機能の維持に努めました。

【 財 源 】　　県 ： １５０万円

　次世代を担う農業者となることを志向する経営開始

直後の新規就農者に対して資金を交付する事業です。

　力強い農業の振興と担い手の育成のため、国の補助

事業を活用して新規就農者を支援しました。

　令和３年度は１件の給付を行いました。

【 財 源 】　　県 ： １１９万円　　町 ： １１５万円

　イノシシ・サルなどの有害鳥獣から農家の作物を守るため、有害鳥獣の駆除を実施

しているほか、平成23年度からは鳥獣による田畑への侵入防止のため、「防護柵等の

資材提供」を実施しています。

主な有害鳥獣の捕獲実績 単位(頭、匹) 防護柵等整備状況

2

サル 32

アライグマ

タヌキ

シカ

12

カラス

イノシシ

L= 1,800m0

令和２年度 L= 1,790m 20戸(  2.1ha)

L= 2,600m平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

28戸(  3.3ha)

-戸(　  -ha)

令和３年度

第３章　連携強化による産業づくり

鳥獣名

L= 2,680m

0

L= 2,850m 31戸(  4.3ha)

L= 2,000m 21戸(  2.8ha)

年　度

平成27年度

ハクビシン 16

合 計 193

捕獲数

L= 　　  0m

L= 1,700m 3戸(  2.0ha)

131

柵の延長 受益戸数

平成26年度

42戸(  5.5ha)

46戸(  5.1ha)

農業の振興１

２３４万円鳥獣被害対策事業 （産業課）

４３６万円多面的機能支払交付金事業 （産業課）

１５０万円農業次世代人材投資事業 （産業課）

１７９万円経営所得安定対策等推進事業 （産業課）
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【 財 源 】　　県 ： １万円　　町 ： ３９８万円

　商工業の振興のため、商工会が開催する経営

相談や各種研修会などへの補助、商工会及び商

工会に属する企業・団体などの育成と活動支援

を行いました。

【 財 源 】　　町 ： １,２９６万円

　町内経済の活性化を図るため、企業を誘致するための工業団地を整備しています。

平成３０年度から４ヵ年にかけて実施してきた土地造成工事が完了しました。

【 財 源 】　　国 ： ２,７８６万円

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響で町内経済が疲弊していることから景気対策と

して、３０％のプレミアム付商品券を発行することで町内経済の活性化を図りました。

【 財 源 】　　県 ： ２５５万円　　その他 ： ２０万円　　町 ： ５８８万円

　消費者が消費生活に関する知識を習得し、自主的かつ合理的に行動することで健全

な消費生活を営むことができるよう努めました。

　また、消費生活に関する講座等を開催することによって、様々な情報に接する機会

の積極的な提供を行いました。

第３章　連携強化による産業づくり

商工業の振興２

３９９万円商工振興事業 （産業課）

２,７８６万円地方創生特別プレミアム付商品券事業
（産業課）

８６３万円消費者生活対策事業 （産業課）

１,２９６万円企業誘致活動事業 （産業課）
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【 財 源 】　　使用料 ： ３,８２７万円　　その他 ： ８６万円　　町 ： ４,０５３万円

　平成14年に開業した「あせび温泉やすらぎの郷」は、

大坂甚左原から湧き出る水量豊かな鉱泉を使用し、町民を

はじめとする利用者の方々に良質な湯を堪能していただい

ています。

　施設周辺の歴史や四季折々の借景を楽しみながら、憩い

や潤いの場として、幅広い交流の場として、また健康づく

りの場として利用していただけるよう努めました。

【 財 源 】　　県 ：　９０万円　　その他　：　１,０１８万円　　町 ： １,７９７万円

　令和３年４月にオープンした道の駅「いたの」は、

地域特産物の直売所やレストラン等の地域振興施設の他、

移動式水素ステーションや高速バス停留所、さらには、

避難所兼備蓄倉庫やヘリポートなど様々な機能を有して

います。

　この道の駅「いたの」が地方創生の拠点として観光・

防災等の様々なニーズに対応していきます。

【 財 源 】　　国 ： ５０万円　　町 ： ５０万円

　町内農産物を使用した商品の開発やさらなる

販路拡大のため、徳島県と４市町で構成される

「とくしま六次産業化推進連携協議会」の事業

として、展示商談会への出展支援や地域の資源

である、かぶらを使用した「かぶらスープ」の

開発を支援しました。

第３章　連携強化による産業づくり

観光の振興３

基幹産業のブランド化と産官学の交流促進４

１００万円農産物六次産業化推進事業 （産業課）

７,９６６万円あせび温泉やすらぎの郷運営事業 （産業課）

２,９０５万円道の駅「いたの」運営事業
（産業課・建設課・総務課）
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人・もの・情報が集う
都市基盤づくり

１．市街地環境の整備

２．道路・交通機能の充実

３．公共空間の整備・促進

第４章
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【 財 源 】　　町 ： ８８６万円

　明るい犯罪のない町づくりの推進を図るため、防犯灯の設置や修繕を行いました。

　また、省エネや環境に配慮するため、防犯灯のLED化を

推進しました。

　・町管理防犯灯総数　　　　 1,608本

　　　うち令和３年度新設分　　     3件 （令和４年３月３１日現在）

　　　うちLED化防犯灯総数　1,052本

【 財 源 】　　町債 ： ４,５９０万円　　町 ： ５１９万円

　主要な道路について、路面性状調査の結果を基に舗装

修繕を行い、地域道路網の安全性・信頼性の確保を図り

ました。

【 財 源 】　　国 ： ５８５万円　　町債 ： ４１０万円　　町 ： １０１万円

　老朽化した橋梁の長寿命化、修繕費用等の縮減、地域道路網の安全性確保を図るため、

「板野町橋梁長寿命化修繕計画」に基づき、86号橋外2橋の修繕工事を行いました。

【 財 源 】　　国 ： ８３４万円　　町 ： ６８４万円

　板野町が管理する橋梁232橋のうち60橋について定期点検を行い、地域道路網の安全

性・信頼性の確保に努めました。

第４章　人・もの・情報が集う都市基盤づくり

市街地環境の整備１

道路・交通機能の充実２

８８６万円防犯灯整備・維持管理事業 （総務課）

５,１０９万円舗装修繕事業 （建設課）

１,０９６万円橋梁長寿命化修繕事業 （建設課）

１,５１８万円橋梁定期点検事業 （建設課）
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【 財 源 】　　国 ： ２,２６１万円　　町債 ： １,６６０万円　　町 ： ４２５万円

　「道の駅いたの」へのアクセス道路として、道の駅の利用者及び地域住民の安全性や

利便性の確保を図るため、町道91号線の改良を行いました。

【 財 源 】　　町 ： ４,７５９万円

　道幅の狭い箇所の拡幅工事や町民の日常生活に必要な

生活道路などの新設、維持補修を行いました。

【 財 源 】　　町 ： ２４３万円

　歩行者の安全確保や自動車交通の円滑化を図るため、防護柵（ガードレール、ガード

パイプ等）や道路反射鏡（カーブミラー）などを設置しています。

　令和3年度は19ヶ所の整備を行いました。

第４章　人・もの・情報が集う都市基盤づくり

４,７５９万円町単独土木事業 （建設課）

２４３万円交通安全施設整備事業 （建設課）
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４,３４６万円町道９１号線改良事業 （建設課）

－31－



【 財 源 】　　県 ： ２９５万円

　生後90日を超えて、登録申請のあった飼い犬には「鑑札」

を、狂犬病予防注射を受けた犬には「注射済票」を、

それぞれ交付しました。

【 財 源 】　　町 ： ５１万円

　快適で衛生的な生活環境を確保するため、自治会などが自主的に取り組む排水路など

の清掃活動への助成を行いました。道路の草刈りや水路の浚渫作業を行った団体に対し、

作業参加人数に応じた活動補助金を交付し、令和３年度は22団体の申請がありました。

【 財 源 】　使用料 ： ３,１０８万円

　町営住宅１４団地(全７０棟)、５８２戸の修繕

や周辺の環境整備を行うとともに、家賃収納率の

向上に努めました。

【 財 源 】　国 ： １,０６０万円　　町債 ： １,０００万円　　町 ： ５９万円

　板野町公営住宅等長寿命化計画に基づき、施設の長期的な活用を図るため町営住宅外壁

の改修を行っています。

　令和３年度は、第１団地２棟の改修工事を行いました。

第４章　人・もの・情報が集う都市基盤づくり

公共空間の整備・促進３

５１万円排水路環境美化推進事業 （環境生活課）

２９５万円動物愛護・適正管理事業 （環境生活課）

３,１０８万円町営住宅維持管理事業 （建設課）
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２,１１９万円公営住宅ストック総合改善事業 （建設課）
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